
研究の概要・特徴

産休・育休からの復職者のマネジメント

【 論 文 】「育児勤務者に関する調査」結果報告書、
「大阪と東京のワーキングマザーの働きやすさの違い」
【キーワード】産休・育休取得者、人事評価、目標管理、D&I

💡 新規性・優位性 💡 実用化効果

女性が出産休業・育児休業を経て復職
し、働き続けるケースが増えている。
男性育休の取得を推進する動きも活発だ。
女性に限らず、産休・育休から復職して
働く人は、復職後順調にキャリアを伸ば
すことができているだろうか。

本研究が注目するのは、復職者の人事
評価の適正さである。育児や介護をし
つつ働く人は、長時間労働、出張、急な
業務への対応が困難である。そのために、
定型的な業務を任され、キャリアアップ
が停滞していることはないだろうか。
短時間勤務をする復職者は、それだけで、
低い人事評価がなされていないだろうか。

上記のような問題意識のもと、本研究は、
右記のようなワークショップを行い、
当事者（復職者とその上司）の現状に
ついてデータを収集し、この問題を解決
する方法を提案する。

・WLBの中でも人事評価に注目する
研究、研修は数少ないです。

・企業、公的組織、復職者を対象にした
ワークショップを数多く実施しています。

・奥野明子・経営学部

メールアドレス okuno@konan-u.ac.jp

https://www.konan-u.ac.jp/bi/wp-content/uploads/2024/04/698d94aa2273f125da60882443d57d46.pdf
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